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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

抗がん剤・放射線併用療法に適応可能で、かつ副作用が軽減された放

射線還元活性化型プロドラッグを開発する。従来の研究で得た放射線化

学反応の知見を応用して、放射線照射下で選択的に薬剤を活性化するプ

ロドラッグシステムの分子設計と合成及び培養細胞を用いた機能評価

を行う。 

 

２．総合評価 

 A 
・プロドラッグを放射線で活性化できること、活性化ドラッグが培養細

胞に対して致死効果があることを実証し、「N3-FdUrd プラス6Gy」とい

うプロトコルを確立する等、優れた成果を挙げているが、当該課題採択

時のコメントにあったように、放射線の線量を更に低くすることが望ま

れる。 

・薬剤の作用をがん組織に局在化して効果を上げかつ副作用の低減が見

込まれる本プロドラッグシステムは、今後のがん治療への寄与が期待さ

れる。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


